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市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
七
日
に
開
会
し
、
市
長
提
出
議
案
三
十
八
件
、
議
員
提
出

議
案
十
三
件
、
請
願
一
件
、
陳
情
二
十
五
件
を
審
議
し
、
三
月
二
十
二
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
四
年
度
の
市
政
を
決
め
る
当
初
予
算
案
や
道
路
の
路

線
の
再
編
成
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
予
算
は
、
三
月

二
十
二
日
の
本
会
議
で
決
定
し
ま

し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、
五
百
六
十
二
億
千
三
百

九
十
七
万
六
千
円
で
、
前
年
度
比

三
・
三
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が
三

百
二
億
八
千
三
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
八
億
七
千
二
百
万
円
の

増
、率
に
し
て
三
㌫
の
増
で
あ
り
、

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
多
様
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総
額

億
円
を
可
決

５６２

３月定例会
十
四
年
度

予

算

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
福
祉
・
環
境
・
防
災
に
重
点
を

置
い
た
積
極
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

議
会
で
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
い
た
し
ま
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
五
四
・
六

㌫
を
占
め
る
市
税
が
百
六
十
五
億

三
千
五
百
六
十
七
万
三
千
円
で
、

前
年
に
比
べ
一
･
五
㌫
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
引
き
続
く

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

法
人
市
民
税
が
前
年
比
一
四
・
六

㌫
の
減
収
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
生

活
保
護
負
担
金
や
児
童
手
当
負
担

金
等
の
増
に
よ
り
前
年
比
一
二
・

二
㌫
増
の
二
十
三
億
八
千
二
百
十

三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

の
算
定
方
法
が
検
討
中
で
あ
り
、

基
準
財
政
需
要
額
の
一
部
が
臨
時

財
政
対
策
債
に
振
替
え
ら
れ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
特
別
交
付
税
も
含

め
前
年
比
二
五
・
八
㌫
減
の
二
十

三
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
の
構
成
比

が
最
も
高
く
、
八
十
一
億
五
千
九

百
二
十
四
万
八
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
一
一
・
四
㌫
の
増
、
総
務

費
が
四
十
五
億
五
千
三
百
十
八
万

七
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
・

六
㌫
の
増
、
公
債
費
が
四
十
一
億

七
千
百
六
十
七
万
四
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
八
・
一
㌫
の
増
、
教

育
費
が
三
十
八
億
三
千
四
百
五
万

二
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
三
・

九
㌫
の
減
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
と
し
て
母
子
保
健
の
充
実
、

成
人
・
老
人
保
健
の
充
実
、
医
療

体
制
の
充
実
と
し
て
医
療
体
制
の

整
備
促
進
、
医
療
費
の
助
成
（
小

児
医
療
費
助
成
事
業
等
）、地
域
福

祉
の
充
実
と
し
て
民
間
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
支
援
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ 

ー
の
充
実
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

と
し
て
多
様
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実
、

障
害
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
治

療
・
訓
練
体
制
の
整
備
、
社
会
参

加
の
促
進
、
教
育
環
境
の
整
備
と

し
て
学
校
施
設
の
整
備
、
幼
稚
園

就
園
奨
励
の
推
進
、
生
涯
学
習
の

推
進
と
し
て
公
民
館
の
整
備
・
充

実
、生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
、

公
園
・
広
場
の
充
実
と
し
て
公
園

施
設
・
管
理
運
営
の
充
実
、
生
活

環
境
の
保
全
と
し
て
地
球
規
模
の

環
境
問
題
へ
の
対
応
、
廃
棄
物
対

策
の
推
進
と
し
て
処
理
体
制
の
充

実
、
資
源
物
有
効
利
用
の
促
進
、

防
災
対
策
の
推
進
と
し
て
情
報
収

集
・
伝
達
体
制
の
確
立
、
商
工
業

の
振
興
と
し
て
経
営
安
定
の
支
援
、

中
小
企
業
の
育
成
、
市
民
参
加
の

推
進
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
の
支
援
、
広
報
・
広
聴
の
充
実

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
地
方
交
付

税
の
減
額
と
市
町
村
合
併
に
伴
う

特
例
措
置
に
関
す
る
こ
と
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
職
員

研
修
講
師
謝
礼
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
成
果
を
期
待
し
て
い
る
か
、

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
計
画

策
定
事
業
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
事
業
の
問
題
点
、
小
・
中
学

校
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
具
体
的
内
容
、

開
発
指
導
要
綱
条
例
化
の
必
要
性
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利

用
料
、
市
税
総
額
の
減
少
に
関
し

て
等
々
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
積
極
的
な
論
議
が
さ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計

　

予
算
総
額
は
、
二
十
九
億
八
千

三
百
五
十
四
万
二
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
六
・
三
㌫
の
減
で
す
。
給

水
収
益
は
家
事
・
営
業
用
水
の
減

収
を
見
込
み
前
年
度
に
比
べ
二
・

七
㌫
減
で
十
八
億
二
千
四
十
二
万

二
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
主
な

事
業
と
し
て
老
朽
管
布
設
替
工
事
、

相
模
が
丘
配
水
場
遠
方
制
御
装
置

更
新
工
事
、
お
よ
び
水
質
管
理
の

拡
大
、
上
下
水
道
管
理
電
算
シ
ス

テ
ム
の
改
良
、
精
算
検
針
業
務
の

充
実
等
で
す
。審
査
の
過
程
で
は
、

一
人
当
た
り
の
有
収
水
量
が
減
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
水
道
事

業
経
営
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
ま
た
、
県
企
業
庁

と
の
基
本
協
定
に
基
づ
く
債
務
償

還
義
務
に
つ
い
て
な
ど
が
集
中
的

に
論
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

予
算
総
額
は
、
八
十
五
億
五
千

六
百
七
十
六
万
六
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
三
・
八
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

近
年
来
の
社
会
情
勢
等
を
背
景
に
、

被
保
険
者
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、

加
え
て
高
齢
化
、
医
療
技
術
の
高

度
化
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
な

ど
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
老
人
医
療
の
拠
出
対
象

者
の
七
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
へ
の

引
き
上
げ
、
老
人
加
入
率
上
限
の

撤
廃
等
の
改
正
・
三
歳
未
満
の
自

己
負
担
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
高
額
医
療
費

協
同
事
業
の
拡
充
、
国
保
財
政
安

定
化
事
業
継
続
等
、
国
保
財
政
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
で
は
、
国
保
税
滞
納

者
へ
の
取
り
組
み
計
画
等
の
納
税

強
化
を
図
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

予
算
総
額
は
、
四
十
七
億
七
千

六
百
九
十
二
万
四
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
五
・
九
四
㌫
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
、
浸
水
解
消

を
目
的
と
し
た
雨
水
管
整
備
を
図

る
べ
き
、
座
間
・
入
谷
・
ひ
ば
り

が
丘
の
一
部
で
整
備
工
事
を
実
施
、

国
庫
補
助
関
連
事
業
と
し
て
、
十

二
路
線
、
約
七
千
六
百
三
十
メ
ー

ト
ル
の
汚
水
管
整
備
、
雨
水
管
渠

三
路
線
約
九
百
七
十
三
メ
ー
ト
ル

の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の

結
果
、
事
業
認
可
面
積
・
市
街
化

区
域
面
積
い
ず
れ
に
対
し
て
も
約

八
五
・
七
㌫
の
整
備
率
と
な
る
見

込
み
で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計

　

予
算
総
額
は
、
六
十
三
億
二
千

九
百
万
三
千
円
で
前
年
度
と
比
べ

二
・
七
㌫
増
で
す
。

　

主
な
内
容
は
医
療
給
付
費
の
六

十
二
億
四
千
八
百
三
十
三
万
六
千

円
等
で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

予
算
総
額
は
、
三
十
二
億
八
千

四
百
七
十
四
万
一
千
円
で
前
年
度

比
一
二
・
二
㌫
の
増
で
す
。
本
年

度
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
居
宅
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス

事
業
等
の
円
滑
な
運
営
・
充
実
を

主
眼
に
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
保
険
給
付
費
で

三
十
億
三
千
八
百
六
十
九
万
三
千

円
、歳
出
予
算
構
成
比
で
は
九
二
・

五
㌫
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
審
査

の
過
程
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

評
価
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
論

議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
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財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る

国

保

会

計


